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…について，過不足なく書く必要がある

解答例参照

調査協力者の性別ごとの愛着スタイルの分布は，
表1に示すとおりであった．

愛着スタイルの分布に性別による偏りが
みられるかどうかを検討するため，

独立性の検定をおこなった．

その結果χ2値は有意ではなく（χ2(2)=0.28, n.s.），

愛着スタイルの分布に性別による偏りは見られないこと
がわかった．
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